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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビから入力される音声信号をスピーカーに出力するＡＲＣ機能を有する音声処理装
置であって、
　前記テレビから入力される機器間転送するための規格に従ったＳＰＤＩＦ信号を、シリ
アル転送するための規格に従ったＩ２Ｓ信号に変換する変換部と、
　前記Ｉ２Ｓ信号にデジタル信号処理を行う信号処理部と、
　制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記テレビとＣＥＣ規格に従った通信を行っており、
　自装置の内部状態がＡＲＣ機能を実行する状態であり、
　前記変換部が前記ＳＰＤＩＦ信号をロックしており、且つ、前記信号処理部が前記Ｉ２
Ｓ信号をロックしていない状態が、所定時間継続した場合に、ＡＲＣ機能オフのコマンド
を前記テレビに送信し、前記テレビに接続されている電源ラインをローレベルにした後、
ハイレベルとし、ＡＲＣ機能オンのコマンドを前記テレビに送信することを特徴とする音
声処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声信号に増幅等の音声処理を行う音声処理装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　音声信号に増幅等の音声処理を行う音声処理装置として、テレビから入力される音声信
号をスピーカーに出力するＡＲＣ（Audio Return Channel）機能を有するＡＶレシーバー
がある（例えば、特許文献１参照。）。テレビとＡＶレシーバーとは、ＨＤＭＩ（登録商
標）ケーブルで接続される。また、テレビからＨＤＭＩ（登録商標）ケーブルを介して、
デジタル音声信号がＡＶレシーバーに入力される。ＡＶレシーバーは、デジタル音声信号
をアナログ音声信号にＤ／Ａ変換して、スピーカーに出力する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１９９６９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、テレビから正常にＡＶレシーバーにデジタル音声信号が出力されているにもか
かわらず、ＡＶレシーバーに問題が発生すると、スピーカーから音声が出力されないとい
う問題が生じる。
【０００５】
　本発明の目的は、テレビから入力される音声信号をスピーカーに出力するＡＲＣ機能を
有する音声処理装置において、スピーカーから音声が出力されないという問題を解決する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明の音声処理装置は、テレビから入力される音声信号をスピーカーに出力する
ＡＲＣ機能を有する音声処理装置であって、前記テレビから入力される機器間転送するた
めの規格に従った第１デジタル音声信号を、シリアル転送するための規格に従った第２デ
ジタル音声信号に変換する変換部と、前記第２デジタル音声信号にデジタル信号処理を行
う信号処理部と、制御部と、を備え、前記スピーカーから音声が出力されていない異常状
態であると判断した場合に、ＡＲＣ機能オフのコマンドを前記テレビに送信し、前記テレ
ビに接続されている電源ラインをローレベルにした後、ハイレベルとし、ＡＲＣ機能オン
のコマンドを前記テレビに送信することを特徴とする。
【０００７】
　本発明では、制御部は、スピーカーから音声が出力されていない異常状態であると判断
した場合に、ＡＲＣ機能オフのコマンドをテレビに送信し、テレビに接続されている電源
ラインをローレベルにした後、ハイレベルとし、ＡＲＣ機能オンのコマンドをテレビに送
信する。これにより、テレビは、音声処理装置が接続されなおしたと判断し、デジタル音
声信号の出力を一旦停止した後、再開する。このため、信号処理部は、第２デジタル音声
信号のロックをやり直すことになる。信号処理部は、ロックのやり直しにより、第２デジ
タル音声信号をロックすることができる可能性が高く、信号処理部が第２デジタル音声信
号をロックすれば、スピーカーから正常に音声が出力される。このように、本発明によれ
ば、音声処理装置の問題により、スピーカーから音声が出力されないという問題を解決す
ることができる。
【０００８】
　第２の発明の音声処理装置は、第１の発明の音声処理装置において、前記制御部は、前
記テレビと所定規格に従った通信を行っており、自装置の内部状態がＡＲＣ機能を実行す
る状態であり、前記変換部が前記第１デジタル音声信号をロックしており、且つ、前記信
号処理部が前記第２デジタル音声信号をロックしていない状態が、所定時間継続した場合
に、前記異常状態であると判断することを特徴とする。
【０００９】
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　第３の発明の音声処理装置は、第２の発明の音声処理装置において、前記所定規格は、
ＣＥＣ規格であることを特徴とする。
【００１０】
　第４の発明の音声処理装置は、第１～第３の発明のいずれかの音声処理装置において、
前記第１デジタル音声信号は、ＳＰＤＩＦ信号であることを特徴とする。
【００１１】
　第５の発明の音声処理装置は、第１～第４の発明のいずれかの音声処理装置において、
前記第２デジタル音声信号は、Ｉ２Ｓ信号であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、音声処理装置の問題により、スピーカーから音声が出力されないとい
う問題を解決することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係るＡＶレシーバーの構成を示すブロック図である。
【図２】スピーカーから音声が出力されていない場合のＡＶレシーバーの動作を示すフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について説明する。図１は、本実施形態に係るＡＶレシーバー
の構成を示すブロック図である。ＡＶレシーバー１（音声処理装置）は、テレビ１００と
ＨＤＭＩ（登録商標）ケーブルにより接続されている。ＡＶレシーバー１は、テレビ１０
０から入力される音声信号をスピーカー２００に出力するＡＲＣ（Audio Return Channel
）機能を有する。また、ＡＶレシーバー１は、ＣＥＣ（Consumer Electronics Control）
規格に従った通信を行う機能を有する。
【００１５】
　図１に示すように、ＡＶレシーバー１は、制御部２、記憶部３、表示部４、操作部５、
デジタル信号入力端子６、ＤＩＲ（Digital Audio Interface Receiver）７、ＤＳＰ（Di
gital Signal Processor）８、Ｄ／Ａコンバーター（以下、「ＤＡＣ」という。）９、ボ
リューム調整部１０、増幅部１１、スピーカー端子１２を備える。
【００１６】
　制御部２は、記憶部３に記憶されたプログラムに従って、ＡＶレシーバー１を構成する
各部を制御する。記憶部３は、制御部２の主メモリとして機能するＲＡＭ（Random Acces
s Memory）、プログラムを記憶するＲＯＭ（Read Only Memory）から構成されている。な
お、記憶部３は、例示する構成に限られず、フラッシュメモリやＨＤＤ（Hard Disk Driv
e）等を含んでいてもよい。
【００１７】
　表示部４は、設定画面等を表示するものであり、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）や蛍光表
示管等である。操作部５は、ユーザー操作を受け付けるためのものであり、ＡＶレシーバ
ー１の筐体に設けられた操作ボタンやリモートコントローラーである。ユーザーは、操作
部５を操作することにより、例えば、音声信号のボリューム値を指示することができる。
【００１８】
　デジタル信号入力端子６には、ＨＤＭＩ（登録商標）ケーブルを介して、テレビ１００
が接続されている。デジタル信号入力端子６には、テレビ１００からＳＰＤＩＦ信号が入
力される。ＤＩＲ７（変換部）は、テレビ１００から入力されるＳＰＤＩＦ信号（第１デ
ジタル音声信号）を、Ｉ２Ｓ信号（第２デジタル音声信号）に変換する。変換されたＩ２
Ｓ信号は、ＤＳＰ８に出力される。ＤＳＰ８（信号処理部）は、Ｉ２Ｓ信号に、イコライ
ザー処理等のデジタル信号処理を行う。デジタル信号処理が行われたＩ２Ｓ信号は、ＤＡ
Ｃ９に出力される。ＤＡＣ９は、Ｉ２Ｓ信号をアナログ音声信号にＤ／Ａ変換する。Ｄ／
Ａ変換されたアナログ音声信号は、ボリューム調整部１０に出力される。
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【００１９】
　ボリューム調整部１０は、アナログ音声信号のボリューム値を調整する。ボリューム値
が調整されたアナログ音声信号は、増幅部１１に出力される。増幅部１１は、ボリューム
値が調整されたアナログ音声信号を増幅する。増幅されたアナログ音声信号は、スピーカ
ー端子１２に出力される。スピーカー端子１２には、スピーカー２００が接続されている
。スピーカー２００は、アナログ音声信号に基づいて、音声を出力する。
【００２０】
　以下、スピーカー２００から音声が出力されていない場合のＡＶレシーバー１の動作に
ついて説明する。制御部２は、以下の条件が全て成立している場合、スピーカー２００か
ら音声が出力されていない異常状態と判断する。
１．テレビ１００とのＣＥＣ通信（ＡＲＣ機能に関するコマンドのやりとり）が正常に行
われていること。
２．ＡＶレシーバー１の内部状態が、ＡＲＣ機能を実行する状態であり、ＤＩＲ７がＳＰ
ＤＩＦ信号をロックしており、且つ、ＤＳＰ８がＩ２Ｓ信号をロックしていないこと。
３．２の状態が所定時間継続していること。
【００２１】
　制御部２は、異常状態であると判断した場合、以下の処理を実行する。
１．ＡＲＣ機能オフのＣＥＣコマンドをテレビ１００に送信する。
２．テレビ１００に接続されている電源ライン（５Ｖ）をローレベルにした後、ハイレベ
ルとする。
３．ＡＲＣ機能オンのＣＥＣコマンドをテレビ１００に送信する。
【００２２】
　１～３の処理により、テレビ１００は、ＡＶレシーバー１が、接続されなおしたと判断
し、デジタル音声信号の出力を一旦停止した後、デジタル音声信号の出力を再開する。
【００２３】
　図２は、スピーカー２００から音声が出力されていない場合のＡＶレシーバー１の動作
を示すフローチャートである。まず、制御部２は、ＡＶレシーバー１の内部状態が、ＡＲ
Ｃ機能を実行する状態であるか否かを判断する（Ｓ１）。制御部２は、ＡＶレシーバー１
の内部状態が、ＡＲＣ機能を実行する状態であると判断した場合（Ｓ１：Ｙｅｓ）、ＤＩ
Ｒ７が、ＳＰＤＩＦ信号をロックしているか否かを判断する（Ｓ２）。制御部２は、ＤＩ
Ｒ７が、ＳＰＤＩＦ信号をロックしていないと判断している間は（Ｓ２：Ｎｏ）、Ｓ２の
処理を繰り返し実行する。
【００２４】
　制御部２は、ＤＩＲ７が、ＳＰＤＩＦ信号をロックしていると判断した場合（Ｓ２：Ｙ
ｅｓ）、ＤＳＰ８が、Ｉ２Ｓ信号をロックしているか否かを判断する（Ｓ３）。制御部２
は、ＤＳＰ８が、Ｉ２Ｓ信号をロックしていないと判断した場合（Ｓ３：Ｎｏ）、異常状
態監視用のタイマーが起動しているか否かを判断する（Ｓ４）。制御部２は、異常状態監
視用のタイマーが起動していないと判断した場合（Ｓ４：Ｎｏ）、異常状態監視用のタイ
マーを起動する（Ｓ５）。異常状態監視用のタイマーは、例えば、１０秒間でタイムアウ
トとなるタイマーである。
【００２５】
　制御部２は、異常状態監視用のタイマーが起動していると判断した場合（Ｓ４：Ｙｅｓ
）、又は、Ｓ５の処理の後、異常状態監視用のタイマーがタイムアウトしたか否かを判断
する（Ｓ６）。制御部２は、異常状態監視用のタイマーがタイムアウトしていないと判断
している間は（Ｓ６：Ｎｏ）、Ｓ６の処理を繰り返し実行する。制御部２は、異常状態監
視用のタイマーがタイムアウトしたと判断した場合（Ｓ６：Ｙｅｓ）、テレビ１００にＡ
ＲＣ機能オフのＣＥＣコマンドを送信する（Ｓ７）。次に、制御部２は、テレビ１００に
接続されている電源ラインをローレベルにした後、ハイレベルにする（Ｓ８）。次に、制
御部２は、テレビ１００にＡＲＣ機能オンのＣＥＣコマンドを送信する（Ｓ９）。
【００２６】
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　制御部２は、ＡＶレシーバー１の内部状態が、ＡＲＣ機能を実行する状態でないと判断
した場合（Ｓ１：Ｎｏ）、ＤＳＰ８が、Ｉ２Ｓ信号をロックしていると判断した場合（Ｓ
３：Ｙｅｓ）、処理を終了する。
【００２７】
　以上説明したように、本実施形態では、制御部２は、スピーカー２００から音声が出力
されていない異常状態であると判断した場合に、ＡＲＣ機能オフのＣＥＣコマンドをテレ
ビ１００に送信し、テレビ１００に接続されている電源ラインをローレベルにした後、ハ
イレベルとし、ＡＲＣ機能オンのコマンドをテレビに送信する。これにより、テレビ１０
０は、ＡＶレシーバー１が接続されなおしたと判断し、デジタル音声信号の出力を一旦停
止した後、再開する。このため、ＤＳＰ８は、Ｉ２Ｓ信号のロックをやり直すことになる
。ＤＳＰ８は、ロックのやり直しにより、Ｉ２Ｓ信号をロックすることができる可能性が
高く、ＤＳＰ８がＩ２Ｓ信号をロックすれば、スピーカー２００から正常に音声が出力さ
れる。このように、本実施形態によれば、ＡＶレシーバー１の問題により、スピーカー２
００から音声が出力されないという問題を解決することができる。
【００２８】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明を適用可能な形態は、上述の実施
形態には限られるものではなく、以下に例示するように、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
で適宜変更を加えることが可能である。
【００２９】
　上述の実施形態においては、音声処理装置として、ＡＶレシーバーを例示した。これに
限らず、他の音声処理装置であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明は音声信号に増幅等の音声処理を行う音声処理装置に好適に採用され得る。
【符号の説明】
【００３１】
１　ＡＶレシーバー（音声処理装置）
２　制御部
７　ＤＩＲ（変換部）
８　ＤＳＰ（信号処理部）
１００　テレビ
２００　スピーカー
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